
Fig. 1 On three months after operation, a patched 
site revealed normal mucosa without scar （arrows）．
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はじめに：近年，胃に発生する腫瘍性病変は，診断，
治療機器の進歩により，低侵襲治療が可能となってい
るが，低分化癌や粘膜下腫瘍では，小さな病変でも胃
壁の全層切除が必要になることが多い．胃はその形態
的特徴のため，切除部位によっては直接縫合閉鎖を行
うと変形や狭窄を起こし，たとえ広範囲の胃を温存可
能でも，術後の quality of life を著しく悪化させる．そ
こで， 我々は胃部分切除部を代用胃壁により修復し，
変形や狭窄を最小限にとどめれば，過分な胃切除が不
要となり，生体機能を温存させた根治術が可能になる
と考えた．本研究においては，我々が開発している生
体吸収性ポリマー（Bioabsorbable polymer；以下，
BAP）１）を，広範な胃壁欠損部に移植し，胃壁の再生過
程，臨床応用の可能性を検討した．
方法：雑種ブタ（n＝3）を全身麻酔下に開腹し，胃
体中部前壁を 6×6cm切除し（ブタ胃体中部の約 1�3
周），ここに同サイズのBAPをパッチ状に移植し欠損
を閉鎖した．このBAPはポリカプロラクトンとポリ
乳酸の 50：50 共重合体をポリグリコール酸の繊維で
補強したもので，約 8週間で分解吸収される．胃壁形
状を保持するため，厚さ 1mmの BAPを 3枚重層し使
用した．移植 1か月後に上部消化管内視鏡検査を施行
し，移植 3か月後，ブタを再開腹，胃を全摘出し，移
植部を肉眼的，組織学的に観察した．
結果：ブタは全例（n＝3），犠牲死させるまで生存し
た．移植 1か月後の上部消化管内視鏡検査では，移植
部の内腔面は潰瘍形成していたが正常な胃の形状を
保っていた．移植 3か月後，肉眼的に移植部の胃壁厚
は薄かったが，変形はなく，漿膜面，粘膜面ともに na-
tive 胃と同様であった（Fig. 1）．組織学的にはポリ
マーの遺残は認めず，粘膜，粘膜下層ともに native
同様に再生していた．平滑筋層と弾性線維は native
に比較して少量で，結合組織増生が認められた．
考察：本研究の結果より，我々が用いたBAPは移
植後早期にも縫合不全や通過障害がなく，また移植後
3か月にて粘膜がほぼ正常に再生しており，臨床に使
用可能である．特に，緊急時には有用と考えられるが，
長期的な観点からは， 筋層の再生遅延が問題である．
これらの再生遅延の一因は胃壁の血管新生の遅延と

考え，ポリマーに増殖因子を添加し２），筋層の再生が促
進するかを検討中である．胃壁欠損を修復する生体吸
収性の素材として，ブタ由来 small intestinal submu-
cosa（SIS）３）が報告されているが，本BAPは，SIS に比
べ，材質の加工が容易で，完全な人工物であり人畜共
通感染の危険性もない．代用胃壁の材質の条件とし
て，周囲から誘導される細胞が増殖分化する足場を欠
損部に整え，その後吸収されるものであれば良いと考
えている．現在，これらの条件を満たし，胃壁の形状
を保った状態で，細胞が生着しやすく，筋肉の再生速
度が早く，より広い範囲の修復が可能な素材の作製を
進めている．
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